[bookmark: _GoBack]　誰も、信じようとはしなかった……

　祭りは最高潮を迎え、大勢の人が絶え間なく町へと流れ込んでいます。いたるところで笑い声や音楽が鳴り響き、人々は富と豊かさを思い切り楽しみ、調子に乗って騒ぎ立てているのです。そのただ中に「災いあれ！この町に災いあれ！」という鋭い叫び声が響き渡りました。田舎から出てきた男です。気が狂っているのでは……？　彼は役人に引き渡され、むち打たれました。彼は一言も弁解せず、一滴の涙も流しませんでした。しかし、むち打たれるたびに「災いあれ！この町に災いあれ！」と叫び続けたのです……　西暦63年のエルサレムでのこの出来事は、その時代の歴史家ヨセフスとタキトゥスによって記録に残されています。
　なぜ、男は叫んでいたのでしょうか。当時のエルサレムは危険が迫ることもなく、平和と繁栄の中にありました。しかし、果たして本当にそうだったのでしょうか。実は既にその30年前、イエス・キリストはこの町に対して、こう語っておられました。「やがて時が来て、敵が周りに堡塁（ほうるい）を築き、お前を取り巻いて四方から攻め寄せ、お前とそこにいるお前の子らを地にたたきつけ、お前の中の石を残らず崩してしまうだろう」（ルカによる福音書19章43、44節）。
　このイエスの言葉は、ただのむなしい言葉にすぎなかったのでしょうか。その後、何も起こらず長い年月が過ぎ去りました。その預言を聞いた人々は、恐らくこうあざけったでしょう。「ナザレのイエスはこの町に災いがくると預言したが、以前よりも今の方が平和だ……」と。　
しかし、この預言以外にも注目を引く出来事がありました。ヨセフスとタキトゥスによると、一年間、剣のような形をした彗星（すいせい）が町の上に出ていた、というのです。それでもこの町は、相変わらず繁栄していました。
　ところが、西暦70年4月14日、恐るべきことが起こったのです。不思議なことに、その日はエルサレムの破壊を預言されたイエス・キリストが、数十年前十字架につけられたのと同じ金曜日でした。突然ローマ軍が三縦隊になって町に進撃して来たのです。イエスがエルサレムに向かって「堡塁が築かれるだろう」と預言されたオリーブ山のほぼ同じ場所に、ローマ軍が陣取ったのです。町のすべては一変し、住民は恐怖と不安に襲われました。数千人の女や子供が神殿の屋上で焼き殺され、町の周りには、エルサレムの人々がはりつけにされた十字架が500以上並びました。町と神殿は、完全に破壊されたのです。その前日までは、誰がこの事態を予想したでしょうか。
　なぜ、このようなことが起こったのでしょう……。それは、イエスが語られた預言を誰も信じようとはしなかったからです。すなわち、悔い改めへの招きに耳を傾けようとしなかったのです。そのため、過越（すぎこし）の祭りを祝うためエルサレムにやって来ていた100万人の人々と共に町は滅ぼされてしまいました。しかし、イエス・キリストは前もって預言されていたのです。「お前が神の訪れてくださる時をわきまえなかった……」（ルカによる福音書19章44節参照）。すなわち、誰も神とその戒めから離れて生きることがもたらす結果をわきまえなかったからです。更に、悔い改めるように呼びかける神の招きを無視し、罪深い道から立ち帰ろうとはしなかったのです。
　イエス・キリストは、きのうも今日も永遠に変わることのないお方です。イエスはかつてエルサレムに対して、「書かれていることがことごとく実現する報復の日……この地には大きな苦しみがあり、この民には神の怒りが下る……」（ルカによる福音書21章22節参照）と予告されたように、終わりの時に起こる恐るべき光景についても語り、それに先立つ徴（しるし）についても述べておられます（マタイによる福音書24章参照）。
地震―２０世紀の地震の頻度は、過去の世紀すべてを超えて増加しました。
戦争―世界を全滅させるのに十分な核兵器が既に蓄えられています。
飢餓―毎年1400万人以上の人々が餓死し、全世界は飢えに脅かされています。
恐れ―人々は戦争やテロ、自然災害や原発事故などに対する不安を抱き、環境汚染は地球全体を脅かしています。
不法―数千年間、守られてきた神の戒めは無視されるようになり、人間は自己中心で自分勝手な道を歩み、その結果、不幸や人格の破壊を招いています。人間が主張する「自由」と「権利」のもと、数百万の胎児の命が犠牲となっています。また、あらゆる国々に性的な乱れや不倫がはびこっています。
キリスト者に対する迫害―２０世紀以降、殉教したキリスト者の数は、過去のすべての世紀をはるかに超えています。
偽教師や偽預言者―さまざまな惑わしが世界中に蔓延し、占いなどが人々の心を支配しています。
　このような終末に対する徴が今日現実となったように、聖書の他の預言も成就されるに違いありません。
　「見よ、主の日が来る、残忍な、怒りと憤りの日が。大地を荒廃させ、そこから罪人を絶つために。わたしは、世界をその悪のゆえに、逆らう者をその罪のゆえに罰する。」（イザヤ書13章9、11節）
　原子物理学者は、迫りつつある核戦争で人類の３分の１か、２分の１が死ぬだろうと言っていますが、既に数千年前、次のように預言されていました。
　「それゆえ、呪いが地を食い尽くし、そこに住む者は罪を負わねばならなかった。それゆえ、地に住む者は焼き尽くされ、わずかの者だけが残された。」（イザヤ書24章6節）
　この預言は現在、十分に起こり得ることとなって世界を脅かしています。人間が罪によって自分の身に裁きを招くからです。神の警告に耳を傾け、自分勝手な道から立ち帰ろうではありませんか。かつてエルサレムは、神の警告を無視したため、神の裁きを受けたのです。
　この地上が地獄のようになり、そこで私たちが苦しむのを、愛なる神は望んでおられません。ですから、胸が張り裂けそうになってまで私たちを招いておられるのです。「今こそわたしに立ち帰りなさい」と。現代、当たり前となってしまっているさまざまな罪にかかわってはいけません。むしろ、神の戒めを大切にしましょう。終末の前ぶれは既に起きています。イエス・キリストの御名を呼び求め、主の十字架による救いによって、新しい歩みを始める者は救われるのです。今の人生と永遠のいのちは、私たち自身の決断にかかっています。

「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。
独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」
（ヨハネによる福音書３章１６節）

バジレア・シュリンク著「備えよ　―　預言は成就する」より抜粋

このテーマについて、同著者による次の書籍も併せてご覧ください。
「災害―神の警告？」「終末を告げる警鐘─今、求められること」
「惑わす者に打ち勝つ道─真理の霊と偽りの霊とを見分けるために」。
